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スズメ (����������������) はヒトにとって非常に身

近な野鳥であると同時に, 農業生産現場における主要な

害鳥の１つである. スズメによる農作物被害は, 水稲を

中心に2014年度で3�7億円に及んでいる (農林水産省,

2016). 最近では, 鳥インフルエンザの伝播リスクとの

関係から畜舎への侵入が防疫上, 問題視されており, ス

ズメの侵入防止法の確立が緊要な課題となっている.

スズメ害防除については, 案山子・防鳥テープなどの

視覚刺激や爆音機・ディストレスコールなど音声刺激を

利用した追い払いが生産現場で試みられてきたものの,

いずれも時間の経過とともに慣れが生じ, 効果が持続し

ないことが課題とされている (藤岡・中村, 2000). こ

うした状況から, スズメ害には, 防鳥ネット (以下, ネッ

ト) を利用した物理的な防除が最も有効であるとされて

いる (中央農業総合研究センター鳥獣害研究室, 2003).

しかしながら, ネットの目合い (網目の大きさを示す指

標：１つの網目を構成する正方形の一辺の長さで表す)

がスズメの体格に対して大きい場合, スズメが通り抜け

てしまい, 当然のことながら十分な防除効果が得られな

い. 加えて, ネットの目合いとスズメの通り抜けとの関

係を調査した報告は少ない.

そこで本研究では, 目合いの異なるネットをスズメに

供試し, その通り抜け状況から, スズメ害防除に有効な

ネットの目合いを検討した.
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2012年４月18日から５月11日にかけて, 鹿児島大学農

学部附属農場動物飼育棟内において試験を行った. 試験

には, 学内農場で捕獲し, ３ヵ月以上飼育した６羽 (性

別不明) のスズメを用いた. ケージ (縦180×横180×高

さ90��) 内で絶食状態の飼育スズメ6羽と籾米を入れた
飼槽 (30×60��) を隔てる形で地面と垂直方向に設置
した目合い4�0, 3�0, 2�5および2�0��の自作ネット (網

目の形状：正方形, ポリプロピレン製) を日中８時間

(8�00～16�00), それぞれ３日間提示し, スズメの通り
抜けならびに飼料の採食状況を比較した (第１図). スズ

メの通り抜けはデジタルビデオカメラ２台 (������41
および����100, ����社製) を用いて記録し, スズメ
のネットへの接近回数とその後の通り抜けの成否を解析

し, 侵入成功率を算出した. 各日の試験終了時には, 配

置した飼料の採食量を調査するとともに, スズメには試

験終了時から１時間 (16�00～17�00), 飼料を自由採食
させ, その後, 翌日の試験まで絶食とした.

統計解析については, 各処理区の侵入成功率をχ2検

定, 採食量を一元配置分散分析により比較した.�������
第１表にネットの目合いがスズメの通り抜けならびに

採食量に及ぼす影響を示した. 目合い4�0, 3�0, 2�5およ

び2�0��におけるスズメのネットへの接近は, ３日間で
延べ1�193, 1�116, 905および3�710回観察され, ネット
を通り抜け, 飼槽側に侵入した回数は1�175, 884, 58お
よび０回であり, 侵入成功率は98�5, 79�2, 6�4および０
％で各処理区間に有意差が認められた (�＜0�05). ネッ
トの目合いが4�0および3�0��では, スズメが躊躇するこ
となく, ネットを通り抜ける状況が観察された (第２図).

しかしながら, 2�5��ではネットに接近したものの, 侵
入に失敗した回数が大幅に増加した. 2�0��では, 絶食
状態のスズメが繰り返しネットに接近し, 侵入を試みる

状況が多数観察された (第３図) ものの, 侵入に成功し

た個体は皆無であった.

スズメが通り抜け可能なネットの目合いについて, 中

央農業総合研究センター鳥獣害研究室 (2003) は2�0��
であればスズメが通り抜ける可能性があると報告してい

る. 網目の形状や素材の伸縮によって, スズメが通り抜

け可能な目合いは変化する可能性があるものの, 本研究

で用いたポリエチレン製の正方形の網目では, 3�0��で
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ネットの目合い

(��) ネットへの接近
(回)

通り抜け
(回)

侵入成功率
(％)

採食量
(�)�

4�0 1�193 1�175 98�5� 22±1�
3�0 1�116 884 79�2� 21±1�
2�5 905 58 6�4� 15±4�
2�0 3�710 0 0� 0��平均±標準偏差 (��3)

同一列の異符号間に有意差あり (�＜0�05)
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はスズメが容易に侵入し, 2�5��で侵入成功率が大幅に
低下することが示され, 2�0��が侵入阻止に有効な目合
いであることが明らかになった. このことを裏付ける結

果として, 飼料採食量は目合い3�0～4�0��で21～22�を
示したが, 2�5��で15�と有意に低下 (�＜0�05) し, 2�0��
では採食がみられなかった (�＜0�05) (第１表).
安達ら (2006) は防疫上の観点から牛舎に目合い３��
のネットを設置したところ, カラス (����������), ハト
(���������������������������) およびスズメの侵入を
効果的に防止することが出来たと報告している. しかし

ながら, スズメについてはネット設置の際に生じた隙間

から繰り返し侵入がみられ, 防止効果はカラスおよびハ

トに比べて低かったと報告している. 本研究では, スズ

メが目合い2�5～4�0��のネットを通り抜けることが明ら
かになったことから, ネットを用いたスズメの侵入防止

には目合いが2�0��以下であること, さらにネット設置
の際に隙間が生じないよう十分注意することが必要であ

ると考えられた.

以上より, 目合い2�0��のネットを設置することで,
スズメの侵入を防止出来ることが示された.� �
本研究では, スズメ害防除技術を開発するための基礎

的知見を得ることを目的とし, スズメの侵入防止に有効

なネットの目合いについて検討した.

ケージ (縦180×横180×高さ90��) 内で絶食状態の

飼育スズメ６羽と飼槽 (30×60��) を隔てる形で地面
と垂直方向に設置した目合い4�0, 3�0, 2�5および2�0��
の防鳥ネット (ポリプロピレン製) を供試し, スズメの

行動反応を調査した. 目合い4�0, 3�0, 2�5および2�0��
のネットにおけるスズメの飼槽側への侵入成功率は, そ

れぞれ98�5, 79�2, 6�4および０％と目合いが小さくなる
に伴い有意に低下し (�＜0�05), スズメは目合い2�0��
のネットを通り抜け出来なかった.

以上より, 目合い2�0��のネットを設置することで,
スズメの侵入を防止出来ることが示された.����
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